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第４７回 全国総会に遠くからおいでいただきありがとうございましました。 

事件発生から６０年という節目の年という事もあり、来賓の方、マスコミ、被害者な

ど沢山参加していただき盛大な総会になりました。 

当日は、朝からのけたたましい雷雨で目をさまし、「あ～ぁ天気予報どおりか」と不

安でしたが、時とともに真っ青な空になり、ほっとしました。打ち合わせ道理てきぱき

と会場整備が出来たと書きたいところですが、「あれがないよ、これはどうするのと」

トラブルの連続で、てんやわんやでした。動けないでいるわたしを気遣って、動いてく

ださったみなさんに感謝です。おかげで時間道理開会する事ができました。 

協議の中では、１２の都 府 県から活動報告、本部への要望など活発な討議が行わ

れました。「こんなに沢山、都、府、県本部からの代表発言があったのは初めてじゃぁ

ないかしら」と思いながら、いきいきとした活動報告に引きこまれ、聞きいってしまい

ました。そんな事やってるんだ、うちでも参考しょうかをと思われた方も多かったので

はないでしょうか？ 

 裏話になりますが、総会宣言を読み上げた南代議員から原稿を早めにくださいと言わ

れ、本部の協力をいただき、余裕をもってお渡しした所、何度も、何度も読み返し練習

をされたそうです。「しっかり読んで大切な全国総会を締めくくろう」とおっしゃって

頑張られたそうです。りっぱにお役目を果たしていただき、ありがとうございました。 

時間どおり、滞りなく全国総会を閉会することが出来ました。 

 最後にお力を貸していただいたみなさんに、感謝です。ありがとうございました。 

               

    

 


